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「Food Japan 2017」開催 
 

 2017年10月26日(木)から28日(土)までの3日間の日程で、ASEAN 市場をターゲットとした

ジャパンブランドに特化した食品総合見本市「Food Japan 2017」が開催されました。 

 けんしんでは昨年に続き、協力機関として他地域金融機関17行とともに「Food Japan 2017」
に参加し支援させて頂きました。 

 今回は、同見本市の様子や、シンガポールでの日本食、日本食品の現状等をご紹介します。 
 
 

【 要 旨 】 

 昨年10月26日～28日の日程で、ASEAN 市場をターゲットとしたジャパンブランドに特化した食

品総合見本市「Food Japan 2017」が開催。2012年の初開催以来、今年で6回目。 

 38都道府県、海外5か国から283の企業・団体が出展。来場者数は業界関係者、一般来場者含め11,061

名を記録。 

 今年は、現地で健康志向が高まる中、食品では低糖質・低カロリー・グルテンフリー加工食品や水

産品・水産加工品が、また食品以外では、生産性向上を模索する現地事情も背景にあり、食品製造

機械が大きな注目を集めた模様。 

 今年も長野県中小企業振興センターが長野県ブースを設置。「長寿世界一NAGANO の食」と題し、長

野県産品を積極的に PR。県内企業も 9 社が出展や自社商品を出品し、意欲的に販路開拓・拡大に

取り組み、手応えを感じた模様。 

 JETRO シンガポール事務所調査「シンガポールにおける日本食品市場の可能性」によれば、シン

ガポールでの日本食品輸入量(2016年国別輸入量(アルコール除く))は約2.5%のシェアで11位。 

 2016年の日本からの食品輸入額は約2億7,400万USD、対前年15.7%増となっており、うち水産物

が全体シェアの17.1%を占めトップ。 

 「最近では日本食・日本食品は『珍しいもの、特別なもの』という位置づけではなくなっており、

多くの日本食が当り前のように取り揃えられている」との声も。日本食レストラン、日本食品を扱

う店も続々と出店。 

 JETRO関係者の話では「Made in Japanのブランドは浸透し、安心・安全と十分認識されている

が高価格。また、各都道府県産地名への関心はまだ薄い」とのことで、今後の課題も聞かれる。 

 日本食、日本食品の海外への輸出が過熱する中、今後、如何に目的・ターゲットを明確にするか、

如何に現地ニーズとのズレを埋めていくかといった戦略・計画も必要になってくると思料。 

 
 
 

1．Food Japan 2017の概要と実績 

Food Japan は、ASEAN 市場最大の日本の食に特化した見本市で、2012年の初開催以降、毎

年1回開催され今回で6回目を迎えました。農林水産品、加工食品・飲料、食器・伝統工芸品、

調理器具、食品機械、店舗設備、食品素材、アグリイノベーション等の分野を出展対象とし、

ASEAN 市場の商品開発者、食品・飲料仕入れ責任者との商談の場、最終日は一般消費者への
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ダイレクトなマーケティングの場、販売

の場として機能します。 

昨年は38都道府県、海外5か国(シン

ガポール、香港、タイ、マレーシア、イ

ンドネシア)から283の企業・団体が出展

し、来場者数は業界関係者、一般来場者

含め11,061名を記録しました。主催者が

実施したアンケートによれば、出展者の

47.1%が初めての出展で、目的は現地販

売パートナー発掘、顧客開拓、新製品発

表、新商品開発に向けた味覚調査等様々です。これら出展者側に対して来場者側は、その63.1%
が仕入れの決定権を保有しており、即効性の高い見本市の１つとなっています。 

 

2．Food Japan 2017の特徴、反応等 

主催者の話では、今年の特徴として、現地での健康志向が高まる中、食品では低糖質・低カ

ロリー・グルテンフリー加工食品や水産品・水産加工品への関心が高かったようです。食品以

外では、人材不足を補うため自動化による生産性向上を模索する現地事情も背景にあってか、

食品製造機械が大きな注目を集めたようです。また、来場者は非日系のインポーター、ディス

トリビューターが多かった模様で、シンガポールに加えマレーシア、インドネシア等、他ASEAN
諸国からの引き合いが増加したとのことです。 

出展者の 88.3%が会期中に商談があったとのことで、中には会期中に受注が決定し会期後正

式受注に至り、既に輸出が開始された商品もあるようです。 

 

3．出展した長野県関連企業の様子 

今年も「長寿世界一 NAGANO の食」と題し、長野県中小企業振興センターが長野県ブース

を設置して長野県産品を積極的にPRし、長野県企業の海外販路開拓を支援しました。 

県内企業も9社が出展や自社商品を出品し、意欲的に販路開拓・拡大に取り組んでいました。

出展者の中からは「同イベント前後にも他 ASEAN 諸国で商談を実施する予定」との話も聞か

れ、海外販路拡大への強い意欲が感じられました。また、特に初出展者からは、「想像以上の反

応があった」「かなりの引き合いがあった」「他国での展示会よりも好感触」という声が聞かれ

た一方、継続出展者からは、「例年に比べると、試食だけで終わるケースが多かった」との声も

聞かれました。 

また、「シンガポールでの健康志向ブーム

は耳にしていたが、実際、出展してみてそ

の流れを強く感じた」との話も聞かれまし

た。JETRO シンガポール事務所調査「シ

ンガポールにおける日本食品市場の可能性」

(最新版2017年10月、以下、JETRO 調査)

でも、「過去 5 年間で健康食品の売上高は

26.0%増加」との調査結果で、現地の健康

志向ブームが肌で感じられたようです。 

会場正面 

長野県ブースの様子 
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4．シンガポールにおける日本食、日本食品の現況 

JETRO 調査によれば、日本は外食等でのプレゼンスは高いものの、実際のシンガポールでの

食品輸入量(2016 年国別輸入量(アルコール除く))は約 2.5%のシェアで 11 位(前年は 2.1%)に

とどまります。とはいえ、2016 年の日本からの輸入額は約 2 億 7,400 万 USD、対前年 15.7%
増となっており、うち水産物が全体シェアのトップで17.1%を占めています。 

また、日本酒や和牛は、輸出促進により使用店舗も増え始めた結果、毎年増加傾向にあるう

え、輸入金額は少ないものの、野菜や肉類の生鮮食品も増加傾向にあるようです。在星歴の長

い駐在員からは、「最近では日本食・日本食品は『珍しいもの、特別なもの』という位置づけで

はなくなっている。ここ数年の健康志向からの日本食ブームに乗り、多くの日本食が当り前の

ように取り揃えられている」「日本食レストラン、日本食品を扱う店も続々と出店している」と

の声が多く聞かれます。そのような状況の中、今回のFood Japan においてバイヤー招聘等で尽

力した現地コンサルタントからは、「日本食が当り前の状況となる中でも、続々と新しい日本食、

日本食品が入ってきているが、最近の傾向として『市場調査』という観点が少し欠け始めてい

るような気がする。一過性のブームで終わらせることなく現地で受け入れられるためにも、市

場調査が重要では」との話が聞かれました。 

さらにJETRO 関係者の話では、「Made in Japan のブランドは浸透し、安心・安全なものと

十分認識されているが高価格である。また、各都道府県産地名への関心はまだ薄い」と言いま

す。主に食肉、乳製品を扱う現地ディストリビューターの話でも、「日本食品はGood ではなく、

プレミアムだ」とのこと。その一方で「プレミアムなことは十分理解しているが、オーストラ

リア産と比べ価格がかなり高い。良い物とわかっていても高価格帯商品はそうそう買えるもの

ではない。また、シンガポール一国のマーケット規模は大きくないため、回転率が悪ければ在

庫リスク・廃棄リスクを抱え、他方、小ロットでの輸入となれば輸送費が嵩んで更に高価格と

なってしまい、なかなか手を出しづらい」と言った話も聞かれ、日本食普及に係る課題の一端

も垣間見られました。 

 

5．終わりに 

まだまだ、日本食・日本食品のシンガポールへの販路拡大意向は活況を呈しています。ただ、

今回出展した長野県企業関係者からは、「本当の意味で自社製品が消費者へ浸透していくには時

間を要するだろう。そういったことからも自社商品のPR、食材・商品自体の利用方法等の啓蒙

も含め、継続的な取り組みが必要ではないか」といった意見も複数聞かれました。 
また主催者によれば、成果のあった出展者が多くあった半面、十分な成果を得るまでに至ら

なかったケースもあったとのこと。「海外へ

販路拡大を求める目的がフワッとしている

と、フワッとした結果に終わってしまうケ

ースが多いと感じる」との話も聞かれまし

た。 
日本食・日本食品の海外への輸出が過熱

する中、今後、如何に目的・ターゲットを

明確にするか、如何に現地ニーズとのズレ

を埋めていくかといった戦略・計画も必要

になってくるのではないでしょうか。 
長野県の PR パンフレット 
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JAPAN GOURMET HALL SORA 

昨年 12 月にオープンした DON DON DONKI 

 
 
 

 

まだまだ続く日本食の出店 

本編で日本食の海外販路拡大の様子をご紹介しました

が、シンガポールではまだまだ日本食の出店ブームが続

いています。 

昨年 9 月には JA 全農グループが同グループの現地食

品販売会社と協力し、チャンギ国際空港ターミナル3に

牛肉、果実、野菜、日本酒等、日本の農産物を専門に販

売する「プレミアム ジャパン ファーマーズ マーケット」

をオープンさせたほか、11月にはANA ホールディング

ス子会社の全日空商事が、チャンギ国際空港ターミナル2 に日系飲食店 6 店が出店するフードコ

ート「JAPAN GOURMET HALL SORA」をオープンさせ、その勢いはとどまるところを知りま

せん。 
さらに、多少語弊はあるかもしれませんが、お金を出せば日本産品はほぼ手に入るという環境

にある中、12 月にはシンガポールの中心街オーチャードにドン・キホーテが「DON DON 
DONKI(ドンドンドンキ)」の屋号で東南アジア1号店をオープン。連日大盛況で、オープン直後

は入場制限されるほどの混雑ぶり。その対応策として開店 1 か月後には早速店内レイアウトの変

更等も行われたほどの賑わいを見せています。3か月が過ぎた現在でも、平日の昼間からレジに長

蛇の列が出来ており、シンガポーリアンにも人気のスポットとなっています。ドンドンドンキで

販売するほぼ全ての商品が日本製または日本市場向けとのことで、現地紙の同社会長へのインタ

ビュー記事によれば、「現地での日本食品の高値に驚き、手頃な価格帯へ引き下げることが使命」

と開店に至ったとのことで、今後2～3 年で、シンガポール国内に約10 店舗を展開することを目

指しているのだとか。 

ドンドンドンキの開店を機に日本食品も熾烈な価格競争に入っていくのか、はたまた、各社の

戦略でジャパンブランドによる高級路線を維持するの

か、日本食を取り巻く環境がどうなっていくのか興味

を惹かれるところです ! 
「郷に入れば郷に従え」ではないですが、筆者自身

は駐在員の使命として「ローカル色満載の生活を !」と

思うものの、そうは言っても、海外での生活を重ねて

くるとやはり日本食品が恋しくなる今日この頃。日本

食品が手頃な価格で手に入れることができるのは嬉し

い限りです…           (筆者：本島 清隆) 

 

【参考文献】 

Food Japan 2017開催結果レポート、JETROシンガポール「シンガポールにおける日本食品市場の可能性」、時事速報 

 

駐在⽣活記 

ここに記載されている情報は、情報提供を目的として作成したもので、何らかの勧誘を行うものではありません。当資料は信頼できると
思われる情報に基づいて作成しておりますが、その正確性や妥当性を保証するものではありません。ご利用にあたってはお客様ご自身で
ご判断くださいますよう宜しくお願い申し上げます。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


